
別紙１

単位：千円 単位：千円
資産の部 金額 負債の部 金額 金額

１．資金・債権 １．流動負債 期首純資産残高 231,985,133 
（１）資金 3,000,755 （１）翌年度償還予定公債 3,013,267 
（２）債権（未収金、貸付金など） 2,371,058 （２）その他（債務負担行為など） 397,109 　　純行政コスト -22,461,803 

　　その他の減少費用 -11,945,837 
２．有価証券・投資等 ２．固定負債 　　（インフラ資産減価償却費など）

（１）有価証券 67,444 （１）公債 22,938,496 財源調達

（２）出資金 1,635,562 （２）退職手当引当金等 6,143,515 　　税収 21,850,136 
（３）基金・積立金 14,623,841 （３）その他（債務負担行為など） 2,244,409 　　移転収入（国、県補助金など） 8,162,018 

　　その他の財源調達 7,569,828 
 負債合計 34,736,796 

３．非金融資産 資産評価替・無償受入 -52,061 
（１）事業用資産（学校など） 84,573,367 純資産の部

（２）インフラ資産（道路、河川など） 163,572,183 

 資産合計 269,844,210  負債及び純資産合計 269,844,210 

単位：千円
経常費用 23,823,920 単位：千円

１．人にかかるコスト 金額

（１）人件費 6,076,384 １．経常的収支 9,991,030 
（２）引当金繰入 159,755 ２．資本的収支 -8,730,800 
　　（退職給付引当金繰入など） ３．財務的収支 -1,310,647 
２．物にかかるコスト 　当期収支 -50,417 
（１）物件費 5,240,274 　期首資金残高 3,051,171 
（２）減価償却費（事業用資産分） 2,654,282 　期末資金残高 3,000,755 
（３）維持補修費 789,450 （基礎的財政収支）

収入総額 33,552,334 
３．移転支出的なコスト 支出総額 -33,602,752 
（１）補助金等（補助金、繰出金など） 5,598,951 地方債発行額 2,290,000 
（２）社会保障関係費等（扶助費など） 2,042,886 地方債元利償還額 -3,507,869 
（３）その他の移転支出（公課費など） 657,143 その他 -92,777 

基礎的財政収支 1,260,230 
４．その他のコスト

（１）公債費（利払）等 604,795 
経常収益

（使用料・手数料等） 1,362,117 
純行政コスト

（経常費用－経常収益） 22,461,803 

※記載金額は表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。

 純資産合計 235,107,414 期末純資産残高 235,107,414 

貸借対照表（バランスシート）

行政コスト計算書

純資産変動計算書

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

普通会計財務諸表４表（平成20年度）

◆左側は、市の持つ資産で２，６９８億円余りです。
（市民一人当たり資産：約 ４１２万円／人）
◆右側は、それがどのようにしてできたかを表しています。２，６９８億円のうち負債は３４７億円余りで、残り約
２，３５１億円は正味の資産です。このことは、借金があるけれどもその約６．７倍の資産を持っており、市の財
政の健全性は充分確保されています。
（市民一人当たり負債：約 ５３万円／人）

◆また、左側の資産のうち、 「１．資金・債権」 と「２．投資等」は、資金化が比較的容易なものであり、それを

全て加えると２１６億円になります。負債合計は３４７億円ですので、２１６億円を引いた１３１億円が実質的な

負債ともいえます。

◆行政コスト（経常費用）は２３８億円余り」です。
（一人当たり行政コスト：約 ３６万円／人）
◆行政サービスを利用する対価として市民が負担する使
用料・手数料などの経常収益は「１３億円余り」です。
（一人当たり経常収益：約 ２万円／人）
◆行政コストから経常収益を差し引いた純経常行政コス
トは２２４億円となり、市税や地方交付税などの一般財源
や国・県補助金などで補っています。

（一人当たり経常行政コスト：約 ３４万円／人）

◆純資産は平成２０年度中に約３１億円増加し、期末純資産残高は約２，３５１億円と
なっています。これは、貸借対照表における純資産の増加、つまり将来世代に資産を
残した（将来世代負担を軽減した）ことを意味します。

◆資金収支計算書は、現金収支のフローの面から財政状態をみたもので、平成２０年度に
現金（資金）がどの様な出入りを行ったかを表します。
◆期首に３０．５億円であった資金が、期末には３０億円となっておりますので０．５億円程
資金が減ったことになります。



別紙２

単位：千円 単位：千円
資産の部 金額 負債の部 金額 金額

１．資金・債権 １．流動負債 期首純資産残高 270,452,018 
（１）資金 4,775,756 （１）翌年度償還予定公債 3,539,604 
（２）債権 3,003,489 （２）その他 645,841 純行政コスト -31,065,621 

その他の減少費用 -5,445,827 
２．有価証券・投資等 ２．固定負債

（１）有価証券 67,444 （１）公債 35,220,647 財源調達

（２）出資金 1,635,562 （２）退職手当引当金等 6,325,847 税収 21,850,136 
（３）基金・積立金 15,155,630 （３）その他 2,246,502 移転収入 15,106,420 

社会保険料等 3,716,546 
 負債合計 47,978,441 その他の財源調達 9,250,659 

３．非金融資産 資産評価替・無償受入 -52,061 
（１）事業用資産 86,318,429 純資産の部

（２）インフラ資産 220,834,401 

 資産合計 331,790,711  負債及び純資産合計 331,790,711 

単位：千円
経常費用 34,321,812 単位：千円

１．人にかかるコスト 金額

（１）人件費 6,286,299 １．経常的収支 12,151,416 
（２）引当金繰入 163,052 ２．資本的収支 -10,243,365 

３．財務的収支 -1,846,629 
２．物にかかるコスト 当期収支 61,422 
（１）物件費 6,654,165 期首資金残高 4,714,333 
（２）減価償却費 2,665,736 期末資金残高 4,775,756 
（３）維持補修費 1,098,697 （基礎的財政収支）

収入総額 46,717,368 
３．移転支出的なコスト 支出総額 -46,655,946 
（１）補助金等 13,754,780 地方債発行額 2,739,500 
（２）社会保障関係費等 2,042,886 地方債元利償還額 -4,493,352 
（３）その他の移転支出 667,012 その他 -92,777 

基礎的財政収支 1,908,051 
４．その他のコスト

（１）公債費（利払）等 989,185 
経常収益

（使用料・手数料等） 3,256,191 
純行政コスト

（経常費用－経常収益） 31,065,621 

※記載金額は表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。

 純資産合計 283,812,270 期末純資産残高 283,812,270 

貸借対照表（バランスシート）

行政コスト計算書

純資産変動計算書

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

単体会計財務諸表４表（平成20年度）



別紙３

単位：千円 単位：千円
資産の部 金額 負債の部 金額 金額

１．資金・債権 １．流動負債 期首純資産残高 270,452,018 
（１）資金 5,116,855 （１）翌年度償還予定公債 3,539,604 
（２）債権 2,952,818 （２）その他 678,546 純行政コスト -30,180,784 

その他の減少費用 -5,383,945 
２．有価証券・投資等 ２．固定負債

（１）有価証券 67,444 （１）公債 35,220,647 財源調達

（２）出資金 1,343,762 （２）退職手当引当金等 6,325,847 税収 21,850,136 
（３）基金・積立金 15,155,665 （３）その他 3,919,024 移転収入 14,233,856 
（４）その他の投資 20,521 社会保険料等 3,716,546 

 負債合計 49,683,668 その他の財源調達 9,253,626 
３．非金融資産 資産評価替・無償受入 -52,061 
（１）事業用資産 88,069,700 純資産の部

（２）インフラ資産 220,834,401 
（３）繰延資産 11,894 

 資産合計 333,573,060  負債及び純資産合計 333,573,060 

単位：千円
経常費用 33,565,872 単位：千円

１．人にかかるコスト 金額

（１）人件費 6,298,783 １．経常的収支 12,145,870 
（２）引当金繰入 163,052 ２．資本的収支 -10,251,034 

３．財務的収支 -1,813,469 
２．物にかかるコスト 当期収支 81,367 
（１）物件費 6,770,886 期首資金残高 5,035,488 
（２）減価償却費 2,668,691 期末資金残高 5,116,855 
（３）維持補修費 1,099,697 （基礎的財政収支）

収入総額 46,845,384 
３．移転支出的なコスト 支出総額 -46,764,017 
（１）補助金等 12,848,993 地方債発行額 2,739,500 
（２）社会保障関係費等 2,042,886 地方債元利償還額 -4,493,352 
（３）その他の移転支出 674,569 その他 -92,699 

基礎的財政収支 1,927,918 
４．その他のコスト

（１）公債費（利払）等 998,315 
経常収益

（使用料・手数料等） 3,385,088 
純行政コスト

（経常費用－経常収益） 30,180,784 

※記載金額は表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致しない場合があります。

 純資産合計 283,889,392 期末純資産残高 283,889,392 

行政コスト計算書

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

貸借対照表（バランスシート） 純資産変動計算書

連結会計財務諸表４表（平成20年度）


